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2. テパ ガ 運 動
むすび
























































































（注2〕 Suprakash Ray, Kakdwか， Sonarρur,















(i) Cbk国 varty,Sachindu，“1946-47 Saler Tehhaga 
Andolan，”（「1946-47年のテパガ運動」）， Mulyayan 
(Ii'分析」）， Vol. 4, No. 2, 1968, pp. 35～48.ナイナシ
ブーノレ：いを小心と jる子ノミカj主動ρ）＂己録ご具体的事 ＇Ji
が豊富である。
(i) Rasul, Muhammad Abdull百， KrishakSahh,1r 
ltih:is (Ii'農民組（，の歴史』）， Calcutta, 1969. lベガ運
動を農民運動史と当時の政治的背景の両面から見た全
体j~ を か之了のに便利。テパ：＇／ Iこーコいては，ディナン’
ブーιl),lを主に扱フてし，る。
(ii) Lahiri, Dinesh，“Krishak Andolaner Smrti，＇’ 
（「農民還あの思い出」〕， Mulyayan,Vol. 1, No. 9, 
1966, pp. l～24. 
ラングプール県の農民運動を1947年まで追っている。
子ベカについては1及が少ない。
(iv) Suprakash Ray, Kakdwか， Sonarpur,Bhanga-














( Yりそ、Id司 ' ＇レゾノタ会 （r;, l IJ /If., -i. ラノタ，c























「手 p：ザ (Te¥Jh江日：，） とはすでに述べたように







































:jJf 'lo Iト；＼o」貧民・会業よるライ T・ ト思fl:u,tY；存、









応じなL、ヒンド円＇の地主の同では， 小作人が ~l は， 明白にテパカ干の要求であると思われる 3分の
；｝，乃分だけ i］り Jン）て，地主の分を刈り残した。 2要求が，すでに192β年のジェッソル (Je問。re）県




](1:!li if 千 1i'"' (Sadar 県i'のある）郡の子 対立や，村内の派閥争い（Dal:,dali）によって消滅し
γトーと’リl, :t 'h,r tmohar）， γ トカリア（λtghari.-,) ていったという／、l8）。
てやは、 Ltl:.;'i{f ~，折半小｛乍人が反乱したc 地主 1920年後半からの農産物価格の下落は，ライア
はじンドウ c l行場（ハット Hcct）の略奪にまで 、ソト農民、折半小作農の没落をさらにおし進めた。
発Mしたり この後地主の家の息子はフ寸←ドソ ザミングールの下には，商人＝ジョトグ－1レの土
ン rFord同 1：，卜うケクーを買ってj芥｛fを始めたι i也の集肢が着々と完成していった。 19泊年の小作
まだこの阪行はパブナ県のtfr'!'-rト作良について 法改正を，非農業者への上地移動を促進するもの
、多くのVi半小（’「人［士ライアソト地を少μかれ 左して非難したザ、ミングールは－~fujでは正しかっ




に上ず）て lL戸札i、九－j(),1, lコ・一、 シL一トで；土 E：》 政月：fの官吏と手を持ゐコて市令場を支配し， 農村余剰
」：1多＜ (l)l¥".!:1utイと」？〉け、る.， 中にi主比較的；区干待な者－ の上にその｝也｛立を固めつつあった。
4ノおり， '-klr日己文芸＝の；自；欲から過去10年にしばし 1930年のマイメンシンゲ（i¥Iymensingh）県のキシ
（工一川、弓 ｛ ，γ をおこした •I 4 . 0 '' 三？ノレガシジ（Kishorganj）の農民・負債苫（Krishak-
L治過し折半小作人が所Flしているというライア Khιtak）闘争として知られているのは，このよう
ア卜地も｜叶宇佐計に上れif, パブ寸県平均0.75.:r:.ー な背長のもとでの反商人闘争であった。 しかし，
ガー，ボケ弓県で112ヱーカーであった f-1 ＂＇。 この闘し、ですら，しばらくの間は，金貸しのヒン
限告書の叙述からは， この地区の折半小w入は ドゥ対ムスリム農民の守的、という受けとり方がー
かなり 1'fr 底的傾向が見られるようた感はする 般的であった（ti9）。
よlヘ折半制h 民業経営をジュトトなどの換金作 このような民村の不満を背景に，組織的な農民
物の拡大のために常利目的｛ヒするために行なわれ 運動（1L10；も開始されようとしていた。すでに1926
／ことは以j 山記述からだけでは－~えにくい。一般 年， 当時の小作法改正にライアットの意見を反映
に（l:, '-t！＞ 、ンり；c,n＋斤1ι小作農は北ベンガルの折 させる H的で組織された農民大会（Krishak:-;am-
'f・ノトf1-良にlヒベて所有地を多く持ってし‘るといわ melan）が第 I阿の会合をボグラ市にもった。この
れるが，，， Ii ＼その真疑と根拠は明らかでなし、。 大会は，一方に改良主義的であり，選挙を日当て










































































円前l人＝ジ Iトダ・ I¥, nj引先にあ y た。それを10s n会はその勧告の14h￥において，折半小作農に収
/iι二しに山は渦大江までのかれらのも色生！主ftに文、f J長ーの 3う｝の 2をI］ムえることを明言している W.23）。
する分益平で点＇ ・, ／：こっ ：三民総f',-, 折半小作人のテパガの要求はこうして
R ・ムりーゴー（比rnkrishnal¥fukherjee）は， すでに公式に容認されているものであって，運動
l (j川～；19,'J :l if間山平均収穫時iふ地主（ジョトケ ぴ〉開始は予期されるものであった。しかしこの
--,1,ノ！と折、｜ム／トn1ごと山純分益ヰを1JJiしてレる。 『公式の容認，Uが立タトなll析を組f；－指導部に与え






/ :I l、＇l - 1,・ 1 'X》（！也代をひいて） :k¥'; 
／、 l '} '! ・-'l・ 1川 i；γ｝（｝ 
( jljと｜’］，／＼：民） ’Jj貨をi6.J, 
12) ノ主主 'i;(1i'J 
卜J也「吋｛｛？？ 1三%（＇貨店，資本列） ’‘〉》4ーJ》＇：｛，
｛ムをひいて
ツ~ {ir/J 行‘ 三8"
')')fl' 
.r, －〕 0 
1:1) -fil}'.,/1小川人（し、j,), （，う （／、F ト）
り；）'.{, 0.Y｝主j!:_lり 4:l'!o
物納／ト（＼でよ＇）ど〕折半， j、f1人ど広荒労働者とを比





1 トダールの万円己十くを 3対 1にL'.(Jfすえ3ことをjミ
%［して！いィ：， •• そjL によぺてラシシャヒー，；J＇.ゲラ














































































































































































































この主dたの前出；土， 当然のことにがら折半小作人 45年の問に，人口については 5～10ヱーカーの居
こそ直接刊作者であるというこどであるc までも減少し，コエーカー立での上地なし農民お




































。｜。。 Io I o I o I o 。～1 0.S7 47.7 :13.4 :'l8 9 I 2.41 O.C8 
l～31 l.liO 64.0 :13.0 23.0 I 9.01 0.2/i 
3～5: 3.80 , G7.5 !16.0 16.5 I 9.41 0.6:l 
5～ I 11.20 I 54.o 31.51 14.5 I 7ヲ，到 3.52
I I I I I T一一一一一一









































K. P. Chattopadhaya, A P lnfοr・ . , p. 56より，
主た農業労働？？の数については， 170万（K.P. 
Chattopadhaya）とも， 200万（PRCの推定－
BhowaniSen, Nutan Bang la （『新しいべンガル』）





















































































（注2) Final Report of the Settlement, Pabna 
and Bogra District (1920-1929), pp. 73～74目
(, I 3) ストライキに対抗 Lで地；＿：＿－：≫；r？！！行を停止し
土三め白衡の日的で協同組（，ができ六 ＇j／）、士れとも折
i>J、作を懐柔するためなのか！均述か［ょっ Tりしないo
(, I 4) Settlement Report, Palma and Bogra, p_ 
（注5) Settlement Report, Pabna and Bogra, 
p. 66. 
（注 6) Land Revenue Commission Report （以
下 LRCと略） Vol. VI, Reply by Jalpaiguri Bar 
Association, p. 177. 
(L 7) Some Bengal Vil!何回， CalcuttaUniv. 
1928, p. 106.ジエソノレ県ナフ fノし ,I：；クドケラム村。
(:I 8 ) Settlement Report, Pa lrna and Bogra, p. 






(J.11〕 1947年までの話I{, H 訟などについては，
Rasul v'）『農民組合の歴史』 H以1より，小論の最後
に引 1-JLておいた。付（ I)を怒照c
〔社12) A. R箇 ul,p. 77. 
（注目〉 A. Rasul, pp. 87～89. 
（注14) A. Rasul，付 1.
（注目〕 A. Rasulによれば， 1万1080名。
38 
((U6) LRC, Vol. VI, p. 62. 
(iU7) 1 ，リ λは日本軍の侵攻に鍛えて，ベンガ
ル二 倍／）’:Ii、土作戦をとった。 !Iuノちい，、ン力ノl,,}) E重
要な輸送機関である，民船，ランザーなどの移動を禁止
しf：のを DenialPolicyという。
( ft18) K. P. Chattopadhaya, Ramkrishna Mukhe-
rjee, A Plan for Rehabilitation in Bengal, Statis・ 
tical Publishing Society, July 1946, p. 7. 
( i 19) K. P. Chattopadhaya, ch. 1, p. l. マイメ
／ノンングリ，t,J場合について PramothaGupta，λ1ukti 
Juddhe Adiv,Isi, Calcutta, 1964. （『Wr!Ir戦？とアディ
J 』』
( il:20) ノIJ!Jデイ一プの場合（S.Ray, p. 7）。
（注21) K. P. Chattopadhaya, p. 47. 
（注22〕 K.P. Chattopadhaya, p. 48. 
（注23) LRC, Vol. I, p. 69. 
(/±24) 正式の名称は，AgriculturalStatistics by 
l'!ot to Plot Enumeration in Ben;.;al, 1944-45, 4 
vols., 1946. ここに使用したのは，そのうわ， PartI, 
p.47ノノ必｛， j;_くじ総合表は付（II)a を－~よ。 この,V/,jftは
77；村（全1n;1ノJ村ずつ抽出）， 5284家及、に対してはな
i, H ／こ，





( il27) ／サク報告， PartI, p. 47，り戸IJ＜よIJ。
(U28) i"Uτo 




（注31) B. Sen, Nutan Bangla, p. 26. 
（注32) Krishnalall Shridharani, The Mahatma 
and the World (Overseas Economic Survey: India, 
March 1949, p. 35.から引用。〉
C it33) A. Rasul, p. 121. 











ンガノレの：1左んどの県に及んでL、る。 l 'J<1G～47 
年の運動以後，立法措置上は， 1949年の二月の
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上のジョトダールノ出身であるという c:,j] 0 
議長 1ンパー
郡名
止F、←r、 非人ス 1、1 手1：ムス
リム リム リム リム
！／ クIレ
ヴお」才ーー〆 (Thakurg on) t；〕 :n ：三5 !Yl 
サダル（Sadar) ？ら '.lfi 447 219 
ノiノレノレ (B I h t) ガート a urg斗 51 31 :l30 162 

















































0-1 I 1-5 I 5～10 1 
ご；｜調査年！村長IF~－ F p A I→；－－－一長一司 F 
Al~： ~75 釦山I 126 65。ー 52 ,127 
B 1山6! 13 ! 46 187 10.34 151 772 4印 .72; 74 504 
C 1937 18 I 152 787 40. 96 I 156 830 42.'仁似U 92 5G4 
きh』シ，
D 1938 417. 10 i 83 529 
表
10～｜計
p A I F p A 
346.09 β6 319 1930 2211.56 
5:l5.,l8 60 331 2134 2263.28 
663.28 74 702 2117.02 474沼843249.26 








ブロ、ソク A C東部） B 〔北部〉 C Cr持：｛i) D （西部） F：家族数 p：人口 A：面積〈エーカー）
（注） Aブロック， 10エーカー以上の所有国積， 1505.66のうち， 241.95を持つ43名の2家族を含んでいる。
Cブロック，同じく 10エーカー以上の面積2117.02のうちには， 805.61エーカーを持つ59名よりなる 2家族を含
んでいる勺







の割合l士、；高撞面積比で（可 7内ロックでは 18.9＇，仏 C
























3年以下 3～6年 6～12年 12年以上
Cブロック 56 23 11 10 
















































































によって t九こまれ片二じりは， 1モm14三L長であ d けどと
し、われる , ＂」＇0 ・'ciL以前にも 'T1 ｝ジイーノレの民
民は，民族運動の中にも積極的に参加し，：~nこそ山
運動の戦闘化の契機となる役割を果たしてL、た。
l川（｝、 :l三｛ド；二ItJ也ft・チ ・1 ＇＼守、与 ic#i'.不JL山、j:,j.1if,)j
に参lJIし円、る（， "'', 42壬f.(,1)運動のI~＼パノL :t-;/} 
－トI有を攻撃し、登記所（Sub-b:.egistryけflice）に
火を放e Jた事件にも農民の参加が背 tにあー yた




突があ〆）よてという I :'.7 ！。同じ頃， ／〉主 •1 『 Jl);-!9 主ド
1九，j(J年にかけて， 1't民組台；土‘ラゴ f十戸ブール































































































































アトワ IJ ・ベリア守、ンギ・ラ二ザ ＞ 'Tル な ど の
守十や、ピハーノレイH7。／レニア県の fスラムァヘール，
ゴア／レ f 'JIレ， チゴプラなどのケ十のジ＝ιI・ 1-/_ 
／レ；土？ ヒハールナl・I/J' ~，ゲンゲ（暴力団）をぜいはじ
にわたという I，慣がたつ Iu 17 '0 
CHその｛~IJ では白衛のための，！＇、子ン子 f アを組；t：ょ
I I』
L, ，」つ かれらは 問となって、 それを t'lで？した人





ると，，、う手段をと 1 だし I!8J。つまり，二民自身の管
王唱のもとにー
とし Jヒ.＇）じめ




L、fニc 十弓けル γfは：i己背花火C、 ：之氏の要求（l
来；ff止（ I ~トJ7fl J山；1話会で！＇； 1笹t/~). 
人 ・r, I）ム山り・，＇c/J汁敬iヒLC 1，ゐl尽に，
ヒL ：、，・，、
I也）： と小（i
cl) tr{{[ t f.rJ しくな＼ '・ 今主で .） 住＇t;-)' i二従， ・c i；立
荷台i了i('.1 tらに安清すると発， i I-／こ，，日，，り
lトラ l}Iレチィ均ゐ！ンドゥ， ムス ＇｝ ムの対立と L、
｝ーとし、る♂J:t、
I l/Jゐら始主る、
約「JFi flの力 Jl.-－り y ケ（II夜按行動
／アヴ l）・ト ＇） プ弓という 寸車の民
引を背封、；こしていることはと｛うまマ七 tcL、。 し治、
L rパゲ直言iJがヒンド什， ムスリムを／lt]i）す一、 1 
r小 il人v')jtぐ1,;jν！＇！，＇.＼／＂. として戦j吋L亡いたI寺、
I）リ＂； l / ;L- 卜ィの発表iL ~：くの欺il/fj てあ y た。！ザ
ん遣しょ I)Aさふj(jIJ ; l、 ｛皮の安永 P,・；と：1j1とL、う


























ハリ fゲン，r, ごア二井 L ケ／レ・ヲナでは.Al］りi以




1:.! /J にかけ亡ぶ’丈 iこ拡大してい •） たチパガi室長，)J
をより戦闘的に L、 それをとイ蛍拡大したのは、
）！日 flのケ，，.プケ，t.- (T,ilpukur）村事件であったわ
すでに 1月 6S (1947年）の，wpの報道によれ




よ＇'I ＞ γ （l'oE,si 1），シ γーザドイ！ール（ShDhz::dpur)
γ十さfi コ月 2~H1 Iこえられ、 地主の訴えに主v，し 、てラ
／卜1'人 iこ対するilfJ公を記録している。
タルイケノレ村の事件と i土、 チチルボンドル・タ
・! (!) 1.Jキ十C' 警官がテパカ































































































であ〈）。 lえ：ドl協会（Briti必 lndi山1 ／＼川町ation）でえ勺
' ／ム、かれらはザミンゲール悼の利益を代表して，
十人 11.く＇.！ Jl IO [:l山臨時会ft-でこの法案に対する
反社た友i対した〔パι.1，つ






















































































































































































































ぷ）は， S・←Fャクラノミルティ iこよ；jl{"f, J;）、1ごσ〉タ
ナであった他81〕。
町a タナ総数運動ああったタナ
十グJレ 12 2 （チテルぷンドル，ノξ
ノレパティプール）
ゲケ lレガオン 1() 8 （タクノレガオン， パリ
アダン守幸〉













































































































l¥L Abdulla Rasul 
にTaint-Secretary，全イン戸農民組台）
1970100055.TIF




Chunilalι、hakravarty( ;, ) 













コ8日のl十l議会。会議i取のりーゲ一、 る一 一、J － 、-, ,a ・〆・，／

































































































































も悲惨であったc 事件から約1カ丹後の 3月26rJ, 
























































( / E 2) A. Rasul, ,1b,1d.に日しい。
（注3) 県の地名等については，第 1図を参照。
〔注4) Final Report on the Survey and Settle-
ment Operation in the District of Dinajpur, 1934-
40; F. 0. Bel, ICS {1942). 
（注5〕 SettlementReport, Dinajpur, p. 13. 
（注6〕 SettlementReport, Dinajpur, p. 13, H 隊
(I）を参照。









では，地 iと折半小作を Dhaniと Porja(Dimla地
区）， I-7 ス，クーチ・ピハーんではギリまたエドロス
ト（Girastha）とハルア (Ilalua）と呼ぶという。
（注11〕 SettlementReport, Dinajpur, p. 16. 
（注12) 平均 16，..ウンドを 1エーカー収量まとする
（イサケ収;i；）。折半小「Ii：全＋：地を出して，，、るとすれ






（注14) lピガ＝ 3分の l且ーカーが普通。
（注15) 農耕カストの一つ。ベンガノレ州一般に分布
するが， 1ドナプール（f¥1idnapur）県に多い3
（注16) Settlement Report, Dinajipur, p, 20, 
（注17) Settlement Report, Dinajpur, p, 20. 
（注18) Settlement Report, Dinajpur, p. 21. 
（注19〕 Adhiar＝折半小作人（北ベンガノレ，アッサ
ムで山J面前）
（注20) Settlement Report, Dinajpur, p. 22. 
（注21) 参考として本論末に付（I)bとしてかかげ
ておく。
（注22) fサク報告， PartI, pp. 132～B3. 
（注23) B. Sen, p .15. 
（注目） S. Chakravarty, p幽 47.
（注25〕，（注26) West Bengal District Gazetteer, 
West Dinajpur, 1965, p. 55.また Kalantar,3, Jan. 
1969. 
（注27) District Settlement Record, l)inaJpur, 
1934～40, p. 22. 
（注28) A. Rasul, pp. 87～89. 
〈注目） S. Chakravarty, p. 47. 






（注32) Statesman, 12, Nov. 1946. 





（注35) M. Edwards, The Last Years of Bバtish
India, p. 129. 
〈注36) 今まで度々引用した， B.Senの Nutan
Rangla (Ii'新しし、へンガル』）は，こ ν」パンフレアトみ
英~lix である。テパガについては Nutan Bangla CJ P. 
65に一言だけ要求として書かれてある。
（注37〕 B.Sen, p. 148. 






インド共産党 C7ノレタス主義）の指導者。 R・ロイ u,
独i'.ι後パキスタン政府から州議会議長の地位を剥奪さ
れ， 1950年ラジシャヒー刑務所で射殺された。




〈注41) A. Rasul, p. 151. 
（注42) S. Chakravarty, p. 36. 
（注43) A. Rasul, pp. 147～159. 
（注44) S. Chakravarty, p. 37. 
（注45) S. Chakravarty, p. 38. 
（注46) S. Chakravarty, p. 38. 





Report, Dinajpur, p. 23）。当然運動の擦にこれんの人
々との対立があったことは想像で竺る。
〔注48), （注49) S. Chakravarty, p. 40. 
（注50) A. Rasul, Abad, pp. 309-310. 
（注51) S. Chakravarty, p. 39. 
（注52) S. Chakravarty, p. 39. 




（注目〉 S. Ray, p. 34. 
〔注56) S. Chakravarty, p. 43. 
〔注57) S. Chakravarty, p. 43. 
（注58) A. R邸 ul,p. 155. 
（注59) S. Chakravarty, p. 43. 
（注60〕 Amrita Bazar Patri如（以下ABPと臣告），
6, Jan. 1947. 
〈注61) ABP, 10, J叩.1947. 
（注62) Statesman, 24, Jan. 1947. 
（注63) District Magistrateとi<]I了。
（注64〕 ABP,17, Feb. 1947. 








〔注67) 24パルガブ北部） lfJ' 
（注68) ABP, 27, Feb. 1947. 
（注69) ABP. 3月2Liには S・K・ムカージー（モ
ンドルグラム，プノレドワン県〕c '.-lYl9B，こはパカノレガ
ンジの地主協会。
〈注70) A. R酪 ul,Abad, p. 312. 
（注71) ベトナム民主共和閣に対するフランスの再
侵略に抗議する目。
（注72) ABP, 3, Feb. 1947. 
（注73) ABP, 21, Jan. 1947. 
（注目） ABP, 3, Feb. 1947. 
（注75) ABP, 20, Feb. 1947. 




（注79) S. Chakravarty, p. 45. 
（注80) A. Rasul，付 5,pp. 282-284. 
（注81) S. Chakra,arty, p. 37. 
（注82) 2月28日のサラワルデ f｝）声明。
（注83) S. Chakravarty, p. 44. 
（注84) S. Chakravarty, p. -i4. 
（注85) ABP, 24, Feb. 1947. 
（注86) ABP, 23, Feb. 1947. 
(l'l87) 詳しくは PramathaGupta, Calcutta, 1964, 
以のスサン， γ ェルプール地下ξがかれらの中心地であ
J ノ f二。




（注90) ABP, 25, Feb. 1947. 
〈注91) ABP, 25, Feb. 1947. 
（位二92) Proceedings of Bengal Legislati-ee Assem-
bly, Vol. LXXII, No. 1, p. 362. 
〔1193) ABP, 27, Feb. 1947. ラス ノレによると 5
f, A. Rasul, p. 283〕。
〈注94) S. Chakravarty, p. 45. 




（注97) ABP, 27, Feb. 1947. 
（け，98) A. Rasul, p. 158. 
(il99) ABP, 27, Feb. 1947. 




（注102)ABP, 3, Mar. 1947. 
（注103)ABP, 7, Mar. 1947. 
（注104)ABP, 5, Mar. 1947. 
(U105) ABP, 9, Mar. 1947. 
(iU伺） ABP, 13, M釘. 1947. 
en二107)ABP, 16, Mar. 1947. 
((1108) ABP, 27, Mar. 1947. 
〈注109)ABP, 27, Mar. 1947. 




A. Rasul, p. 283. 







































































































































































































































































第 1回 Patrosair(Bankura) 27-8.3.37 
第2回 Bara(Iloogly) 2 3.12.38 
第3回 Nagl町民（Maida) 4 -6.5.39 
第4回目njia(Jessore) 6-7.6.40 
第5回 Romar(Rangpur) ?_ 6守42
第6回 NiilitabJri(Mymensing)10 12.5.43 











第9回 Maubhog(Khuln,,) 21 24.5.46 2,17,304 
第10回 Panchkuri(Midnapore) 
27-28.2-1.3.47 2,03,382 






I JKhas or nijdakhalJ IKhas or nii-lKhas or nijdakha.l 
Cla自sificationof! 問o.of families !lands under culti-JKhas or nijdakhal landsJdakhal lands! lands mortgaged 
families. (Acre) I in each class. Jvation by self or byJother than cultivated lands! let out to I to others under 
I !labourers. Je.ι，homestead, tanks,! Bargadars. I usufructuary 
1 I 2 I :1 Joτchards, etc., 4 ! 5 lmortgage. 6 
A(O）ー J 1,921 I Nil I 244. 72 I Nil I Nil 
B（～ll.. I 934 I 270.25 I 195.88 I 77.23 I 24.56 
C（～3J.. I 1,171 I 1,460.90 I 445.59 I 299.40 I 76.65 
D（～5).. I 506 I 1,335.77 I 274.16 I 317.32 I 49.89 
E (5 I).. I 752 I 4,543.回 I 1,140.73 I 2,656.15 : soao 
Total. ｜ ι284 ! 7，削sg I 2,ao1.佃 Ia,sso.10 I 23140 
（出所〕 Agricultural Statistics by Plot to Plot Enumeration in Bengal, 1944-45, Part I, p. 47. 
付 (II) b 
1944/45年，ディナジプール県三カ村の土地所有と経営形態
Khas or nijdakhal 
0：。t:e巴Bιι~~祖~国~諸.＂色込銅v！：）：｛~，~＇；i Kb.. °＇四11~land under cultiva- dakhal 1 s Name of mauza. ドf叫 s. famili団 tion by self or by let out to 
each class. labourers. Bargadars. 
1 2 3 5 
~＼r田~garDi A f O j: . 31 Nil 5.16 Nil 
District in ・ B ～ 1 5 3.55 1.20 Nil 
Subdivision th~furgaon. C (-3 B 15.95 6.84 Nil 
' D ～5 7 19.80 4.40 3.66 
E 5+ 20 149.66 28.55 137.26 
Total.. 76 188幽 96 46.15 140.92 
Kunia ｜ A・ Nil Nil 11 0.77 
District Dinajpur, n Nil Nil Nil Nil 
Subdivison Dinajpur. c . 4 7.00 1.01 Nil 
D fi 24.51 1.09 Nil 
E 78.98 5.81 76.17 
Total.. 30 110.49 8.68 76.17 
fr：~u只~！~t~ri;ghat.
A . 27 Nil 1.98 Nil 
B 14 5.28 1.65 2.23 
c . 】）＇ムP, 21.47 6.02 12.96 
D . 23.10 2.58 3.83 
丘一 1民 197.47 17.97 42.25 
Total.. 90 247.32 30.20 61.27 
Total A 69 Nil 7.91 Nil 
(All District〕 B 19 8.83 2.85 2.23 
（： :-19 44.42 13.89 12.96 
D 2＇白》 G7.41 8.07 7.49 
E 47 426.11 53.33 255.68 
Total 196 546.77 85.03 278.36 




I I Lands cultivated 出 1 I I 
Total of 3, 4, S I Lm町lsleased I a rg adars o了 adhiarsL叩 dsheld underJLands held under: Total of 9 
and 6. 。叫tto tenants. I whether by self or by temporary lease usufructuary I 10 and 1. 
I I labourers. ]other than Barga. mortgage. I 
7 ' 8 I 9 I 10 I 11 I 12 
244. 72 I Nil I 1, 120岨65 I 36. 14 I 3 .13 I 1,159.92 
567.93 I 15 91 I 430.71 I 35.09 I 9.60 I 475.40 
2,282.54 I 70.85 I 670.61 I 41.22 I 25.97 I 737.自O
1,977.H I 81.恥7 I 2店0.22 I 23.45 I 22.m I 305.74 
8,420.84 I 12,360.72 I 272.49 I 16.22 I 31.79 I 320.50 
l'.l.493・17 1 12,529.15 1 丸754. 68 1 152. 12 1 92.日 I 2,9日 36
lands rncrtgaged to'Total ofi leased i Bargadars or adhiars Lands held under;usfructuary mortgage! Total of 
others under i 3,4, 5、Iout to I whetl町 byself or ; temporary lease I cultivated by self I 9,10 and 11. 
ufructuary. I and 6. I tenants. I by labourers. !other than Barga.I or by labo叫 ers. i 
6 I 7 I s I 9 I 10 ・1 n I 12 
Nil I 5.16 I Nil I 139.66 I Nil j Nil I B9.66 
Nil I 4.75 I Nil I 15.00 Nil I Nil I 15.00 
Nil I 22.79 I Nil I 46.75 I Nil I Nil I 46.75 
Nil I 27.86 I Nil! 1.00 I Nil I Nil ! 1 o 
6.99 I 32246 I 11 74 , :32 83 I Nil Nil i ,l2 83 
6.99 ] 383.02] 11.74] 235.24 ] Nil [ Nil [ 235.担
Nil I 札77I Nil I s.o I Nil I 
Nil I Nil I Nil i Nil I Nil : 
Nil I 8.01 I Nil I 14.00 I Nil I 
Nil I 25 60 I Nil I rn.o I Nil I 
Nil 116():96 I Nil I 1.05 I Nil I 
Nil I 195.34 I Nil I 39.閃 I Nil I 
Nil I 1.98 I !'!I i 27.33 I Nil I 
Nil I 9.16 I l¥il I 31.45 I Nil I 
1.01 I 41.52 I Nil I 52.77 I Nil I 
4.49 I ,l4.00 I o.晴 I 28.17 ! Nil I 
Nil I 257 .69 ＇ β.79 I 2吊.35 I Nil I 
5.56 ！凶.351 6.87 I 168.07 I Nil I 
Nil I 7 .91 I Nil I 174.99 ；悶1 I 
Nil I 13.91 I Nil 4fi.45 I Nil I 
1.07 I 72。32: Nil 113.52 I Nil 
4.49 ! 87.46 0.08 I 45.17 I Nil 
6.99 741.11 i 18.53 [ ι2.2:i : Nil 









































をする地lj リ［接耕作 J~－ではな L 、。かれ＇，の土地が
Thika ( i, ft .、）と呼ばitるのもかれらの中r,:1/'i"取者
としての性格を示す。（DistrictGazetteer, Dinajpur, 
1912, p. 105) 
（注2〕 Kalantar,4, May 1969. 
（注3) A. Rasul, p. 158. 
（注4) Ka!antar, 4, l¥fay 1969. 
（注5) A. Rasul, Abad, p. 308. 
（注6) S. Ray, p. 24. 
（注7) A. Rasul, p. 158 
（注8) A. Rasul, Abud, pp. 299～300. 







C iHl) S. Chakravarty, p. 46. 




f注15) Prabhas Chandra L亘hiri, Iミ2k-Bh1rater
Ruparekha, 1968, p. 173. （『イ γ ド，パキスタン；ハ系
諮』）
（注16) A. Rasul, Abad, p. 301. 
〔江17) A. Rasul, p.149. 
( frlS) A. Rasul, p. 154. 
〔：i19) 「収機と上地の翻いJ,p. 5(1947年 2月）（『農
民組合の歴史』， P-155より〕。
〈注20) 同上。
( i'l21) A. Rasul, p. 159. 
(/l.22) A. Rasul, p. 155. 
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